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昭
和
十
ニ
年
に
筆
者
が
行
っ
た
鎌
倉
町
社
會
調
查
の
一
部
結
果
は
旣
に
發
表
七
た
が
本
稿
は
其
の
第
ニ
次
賢
と
も
沄
ふ
可
き
も
の
で
ぁ 

る
。
本
稿
の
論
旨
は
表
題
の
示
す
躱
に
大
都
市
の
發
展
に
伴
っ
て
そ
れ
が
泚
域
的
に
膨
脹
す
る
と
，興
の
煳
邊
に
あ
つ
次
观
來
の
地
域
に
新
し 

\
 

,

い
都
會
勢
力
'が
這
り
込
ふ
で
來
て
其
の
結
见
、
從
來
の
社
會
に
變
質
を
來
す
と
云
ふ
現
象
を
鎌
倉
町
の
場
合
に
於
い
て
赞
證
的
に
說
明
し
ょ 

ぅ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
亿
旣
に
發
表
し
た
鎌
倉
町
の
規
代
相
に
續
く
報
俾
と
し
て
、猶
倉
町
の
社
會
的
現
狀
を
解
剖
す
.る
も
の
で
あ
る
。 

.钱
に
利
用
さ
れ
る
鎌
倉
吋
の
資
料
及
び
其
の
整
理
方
法
に
就
い
て
ほ
沐
文
の
中
で
述
べ
る
.°- 
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發
展
は
逋
常
形
態
的
に
は
布
街
地
域
や
立
體
的
平
.固
的
膨
脹
と
人
ロ
增
加.と
：な
つ
.
て
具
體
的
に
示
さ.
れ
る
。
立
體
的
膨
脹
は
：

今
*

<措く。丰面的膨脹即ち市街地の擴大は通例中心から周邊へと同心

|1
|
的
に
、
又
交
通
幹
線
•に
攄
つ
て
摘
犬
す
る
が
故 

\

 

'
く

 

.

に
大
體
に
於
い
て
放
射
狀
星
形
に
延
長
し
て
行
く
。
，そ
.の
爲
め
に
大
都
沛
叉.は
職
張
の
急
激
な
都
市
に
耖
つ
.て
は
從
來
•
帘
街
地
で
な
.

火
都
'«
1
の
發M

に'#ふ

近
郊
社
#

,

の
變
弯 

.

r 

四1
(
1

三 
一
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.• 

か
つ
た
が
が
急
.
に
亦
街
地
化
し
て
來
て
、
兹
に
內
外
各
方
掘
に
混
亂
を
來
す
。
外

面
-̂
土
は
道
路
其
の
他
の
不
備
亂
雜
、
家
屋
妞
築 

め
、菜

一
、

'#
地
^
地
办
混
交
"
，殊
に
_

々
於
る
.空
地
.の
存
在
等
が
そ
れ
で
あ
り
ノ
內.W的
に
.は
田
舍
的
着
と
都
會
的
^
苦
と
の 

交
流
、い
典
に*
の
中
途
，半
端
な
生
活
糠
式
及
び
都
會
ノ
田̂

a

的
心
理
の
混
亂
等
が
そ
れ
で
多
る
。•か
、
塞

合

往

々

に

し

て

雲

の

勢-
. 

,ヵ
が
犯
面
的
衝
突
を
惹
き
起
す
事
少
な1

3

或
ひ
は
一
本
の
，勢
力

(

普
通
は
都
會
的
勢
力)

が
i

的
で
爲
め
に
舊
勢
力
が
全
く
迎 

合
的
で
f

衝
突
を
發
生
$

し
て
管
場
合
ち
あ
：|
0
.
.
兎
に
约
、
，‘大
都
'市
.の
發
股
膨
.腺
.に
際
し
て
は
さ
ぅ
し
た
變
化
を
周
邊
の
舊 

社
會
に
及
ぼ
す
事
は
例
外
な
い
矣
つ
て
差
支
へ
な
い
。
本
稿
§

ふ
.
録

社

會Q

變
質HJ

は
•此Q

量

を

指

す

？

あ
る
。
つ
ま

h
.純
農
村
的
f
 Q

か
ら
、半
農
村
•半
都
會
的
な
ち
Q
i
j--
f
iて
、
純
都
會
的
.
も̂Q

に
移
る
過
程
が
、
つf

黯

社

宫

_

.

な

の
で
あ
る
。
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故
に
此Q

過
程
を
說
明
す
^
!
め
にI
音

、
農
村
的
社
會
と
f
的
社

f

Q特
質
が
豫
め
對
f
れ

て

ゐ

な

け

れ

ば

な
る
ま

ブ^
:聊
へ
_
趣
靖
.

赚̂
1:
:

遞
纖
«

_
::
1
^
”

^

_

;1
-
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 蠻

l

l

i'
嫌

_

_

_

_觀

期
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:
顏

_

臟

#

_

_

_

^

^

等

の

諸

點

'
を

簾

に

論

？

事

は

他

の

響

に

管

た

い

。

莩

は

以

h
:
述

•ベ
た

點

に

S

Q相
違

が

多

少

共

に

現

は

れ

る

祺
 

•!
:認
定

し

て

置

ぎ

度

い

。

，そ

れ

故

、

苗

し

近

郊

社

#に
於

い

.て新
傅

雨

勢

力

の

混

交

が

，ど

ち

ら

か

一

方

の

(

主

と

し

て

都

會

の

.

〕

腮

倒

的
 

勝

禾

に

：

つ̂

て

3

の

勢

力(

馨

鄭

力

農

利

的

)

が

悉

く

敗

o又
は

變

化

し

，て
.了

つ

た

察

態

に

立

ち

到

る

以

前

に

於

い

て

は

、

明

ら
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_
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务
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_
^
1
^

汉

化
を
受
け
0
、
も
.、'
な
ほ
舊
態
を
持
續
し.て
ゐ
る
事
に
な
る0 
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さ
ヶ
耷
ふ
現
象
と
し
て
鎌̂

の
場
合
を
取
り
上
げ
て
見
た
。
歷
史
的
に
見
てCJK
'京
と
一
其
ふ
大
都
會
の
勢
ヵ.が
這
込
，む
以
前
と
袞
ふ

.
*味
で
5
鎌

書

&
を

0
:
.
に
綠
裏
が
無
_
。.-
:
:疆
分

遺

：憾
_
衆
^

^
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倉
そ
の
t
の
に
充
分
な
生
活
の
根
元
が
無
か
つ
た
と

r

み
ふ
事
で
'あ
る
。
つ
ま
り
一
農
漁
村
で̂'
つ
て
、
其
め
他
に
は
名
所
舊
蹯
と
し
て 

名
高
か
つ
た
に
止
ま
り
、
、
靡
業
的
に
土
地
。
充
分
な
&
濟
カ
，が
無
か
つ
た
。
此
の
點
は
、
鎌
倉
が
柬
京
化
す
る
に
當
つ
て
'
土
地
の
舊 

^
力
が
赛
し
.い
反
抗
を
兇
せ
な
か.つ
た(

有
形
無
形
に
，

)

有
力
な
原
因
で
あ
^
彳
鎌
倉
0.
漁
業
が
何
れ
程
.の
軍
耍
さ
を
持
0
て
，ゐ
た
か
，

. 

目
下
筆
蓉
の
手
1瓜
に
は
知
る
可
き
材
料
が
な.い
。
江
戶
時
代
、
初
鰹
は
鎌
倉
を
坐
き
て
出
た
か
も
知
れ
な
い
'。〕

材
木
座
、
坂
の
下
.等
は

倉
を
し
て
鎌
倉
た
ら
し
め
た
產
業’と
は
思
へ
な
い
。
從
つ
て
鎌
倉
と
柬M
と
の
關
係
は
名
所
舊
跟.如
ち
海
水
浴
？

r

別
邪
地
とi

k

ふ
過 

程
を
經
て
今
R

即
ち
來
京
.

Q

郊
外
的
往
宅
地
た
る
の
現
在
に
到.つ
て
ゐ
る
。
，故
に
大
都
市0
.
近
郊
化
の
現
象
に
.新
舊
勢
ヵ
が
必
然
に
镄 

極
的
に
事
ふ
も.の
と
す
れ
ば
、
鎌
倉
の
場
合.は
必
ず
I

も
之
れ
.に
.妥
當
す
な
も

‘の
で
な
：い
。

つ
ま6

大
都
市
•の
郊
外
的
蠶
食
に
對
し
て 

之
れ
を
擊
返
す
ぺ
き
必
要
を
見
な.い
の
务
な
ら
ず'

鎌
倉
启
身
の
性
質
が「

•
む
し
ろ
，之

れ

を

歡

迎- L

允
か
ら
•で
あ
る
。

，

•

)

.し
か
し
鎌
倉
が
喜
ん
で
都
會
的
勢
力
を
受
け
入
れ
た
か
ら
と
一

K

つ
て
*

M
倉
土
着
の
生
活
が.全
部
都
會
化
す
も
の
で
は
無
い
。
十
1-
1
い 

歷
史
を
持
つ
た
土
地
に
は
、
杏
、い
坐
活
の
形
武
が
名
テ
簡
單
亿
失
は
れ
る
も
の
セ
な
；

s/o
，.そ
れ
故
、
，何
等
：か
の
契
機
を
浓
め
て
鎌
會
の 

新
舊
兩
面
の
'生
活
を
檢
m-
し
樣
と
試
み
た
の
で
，あ
る。

>
'

;,

.
:
、

'

,

大
都
ホ
の
-發
M

•に.作
ふ
近
.郊
，社

會

の

變

質
ノ

ノ
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i
奢

Q

歴
史
は
古
い
々
し
か
し
新
し
レ
鎌
倉
は
い
つ
か
ち
初
ま
つ
た
セ
具
體
的
年
代
を
，示
す

l

i

で
ぁ
ら
ぅ
。

し

か

.マ

柬

： 

東
化
し
I

s

ふ
.
f

.以
つ
て
新
U

W

1と
す
H

.

横

須

賀

線

外

精

乃

至

か

ら

電

琪6

つ
炎
時
代
I

つ
一 

,セ
：君

i

ふ
I

が
出
來
ょ
ぅ
。.恩
て

大

雜

把
§

?

此
の
.十

龍

が

新

を

鎌
f

し
て
I

I
矣

へ

f

思
ふ
。
d

:: 

，で

鎌

倉

在

住

者

に

就

い

て

見

れ

.ば
、，
在
住
年
限
の
塵
が
出
て
來
る
。
着
鎌
倉
を
東
ぶ
の
郊
外
北
し

為

し

き

來
往

者

は

、，

f

 

1

番
古
い
人
々
で
も'十
牟
前
後
の
居
性
者
と
宏
ふ
事
に
な.る■<> 

' 

'

'

一
，
鎌

倉

町

在

着

の

在

住

年

服

の

撃

は

前

の

報

^ '
に

述

べ

て

衣

た

(

本

霧

I

業

f,

號
、
昭
和
十
四
年 
一
I

一
 
五
頁
以 

.
.
■
:
9

節
五
年
，
十
年
、
？

年
、
，五•十
年
ノ
五
+
年
似
上
と
五
級
に
分
け
て
見S

ば

ニ】

ニ

、

一
四
、

一
七

•
四

、
三

、

ニ
四

• 

變

〕

Q

I
を
得
、
十
年
芝
も
の
が
四
要
の
多
き
ビ
占
、め
為
五
十
年
以
上

(

|

は
之
れ
|

春
と
呼
ん
だ
が〕

永
|

が 

ニ
四
•六
I

占
め
I

f
 

I
す
可
き
も
の
と
し
て
指
摘
しS

い
た
。
&

即
ち
調
I

f
 
•
、
ニ

三

四

.中

此

の

置

に

關

し

て

 

€

効
で
ぁ
つ
5

ー 

除
い
て
.五」

八.

三
世
帶
中
、
永
姓
者
の
綦
は
 
一
、
.ニ
九
一
を
在
め
る
。
其
處
•で_

Q
世
带
こ
そ
鎌
倉 

の
古
く
か
ら
I

力
だ
I

ふ
S

出
f

理
2

り
> 
反
之
、
攀

數

S

ん

李

？

年

窗
s

f

新
し5

勢
力
だ
矣
ひ 

.

f
其
の
節
に
も
計
第
し
て|

様
に
、
J

ら
鎌
倉
に
來
往
し
たi

一
、
五
〇
六
世
帶
！

が
：其
の1

|

鹿 

(

r
〇
七

七

ま)

ま
で
亦
十
年
I

在
I

で
，t

事
，か
ら
し
て
以
上
の
結
論
は
決
し
て
不
當

で

な

い

i

 

:

し
て
前f

地
;:
*
の
他
1

係
i

出

す

念

要

が
|

(

前
f

馨

茗
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第 表  

在 住 十 年 間 迄 の ’ 世 帶 の 前 住 地 分 類

maamnmiar

其

他

國

_

外 不 合

京 _ m

L 1 0 4 4 9 3 S 2 J l l B . 2 3 5 5

鑛 2 1 1 6 1 0 0 %

■ * * w w e w * i *

m
m

川

崎

175mm

縣 ，
杓
市
町 ' 
村

436

比率

E W K s t s ^ a a o n

19
dHBranmonBM

魏
_

難

讓

_

_

_
顏

■
豪

碧

熱

_

_

_
麗

_

獨

_

^

•
で
は
斷
徽
、
束
京
ょ
-,
1
)
9移
住
者
が
優
勢
で
あ
る
。
へ
第
一
表
參
照

)

、

, 

此
の
東
京
の
數
字
が
比
率
上
豫
想
ほ
ど.に
强
ヵ
で
な
X
,國
內
各
地
の
，も
の
が

一

一
割
'

_

義

娶

驗

■

は

摄

，

語
_

藤
抝
_

_

奪

裡

鑛

限
_

例
_

く
：
：
.

短
期
間
で
办
:̂
>
©
,に
、
，興
0
前
住
澠
が
主
と
し
て
廣
島
-
長
崎
と
沄
つ
た
地
方
に
あ
る 

が
潙
め
で
あ
る
。(

前
稿
■一
七—

八
頁
參
照
，>厂

/
• 

•

.

.

そ
こ
で
、
本
骗
に
淤
い
で
は
油
住
部
限
を
戡
に
し
て
新
舊
の
勢
力

I

分

け

、
そ

れ

か

，
ら 

、，
諸
項
目
と
の
關
係
を
數
字
的
に
取
扱
つ
て
見
た
い
0

故

に
T

罾
在
住
年
限
別
の
統
計

• 

を
揭
出
す
る
。
ハ
前
註
に
述
べ
た
如
く
、
此
の
分
及
—

^

記
を
訂
|1
*

し
た
分
で
ぁ
る0〕

、

(

註)

前
號
の
在
住
苹
蚁
の
數
字
は̂
少
の
計
®
連
ひ
と
共
に
數
字
に
誤
が
も'O'
た
。
IE
L
い
數
字
は
後
段
に
改
办
.て
揭
出
す
る
が
縦
號
十
六
茛 

.

の
表
で
間
違
つ
て
ゐ
る
點
ば
在
住
牢
限
三
年
の
數
が
P
七
九
せ
な
ぐ
て11. 九
ん
、
.4: 

ニ
部
の
數
が
一
三
九
で
な
く
て
一三
八
、
十
四
^

の
數
字
， 

1

■.

八
六
が
八
七
七
なl
o從
つ
て
一
年
未
滿
ょ
り.五
年
造
を
合
計
し
た
數
字
は
一
、
六

】

‘一
三
で
な
く.て
一
穴
ニ
ニ
と
裊̂,
、
觅
に
永
住
世
帶
數
ー
、 

二
八
九
と
あ
る
は
ニ

1

九1

と
訂
茁
さ
れ
度
く

r

典
他
し
の
世
帶
三L
は
三
四
と
な
り「

興
他
、
不
明
、•無
記
入」

を
合
計
し
た
數
字
は
四
九
で
な 

1

く
て
、五I

と
な
る
。
本
稿
に
於
け
る
前
出
の
數f

旣
に
此
の
新
し
い
數
字
に
訂
要
し
て
お
い
た。

‘
.

_ 

/
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第 二 表  

在住年踉別世帶數

在住年限 1丨1帶數大別イ、計
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1 ;

ニ

扨
、
兹
で
先
づ
取
り
上
げ
る
問f

-h
年
迄
の
在
住
者
|
.ー
一
蒙
 ̂

.1.TT

九1.

批
帶
_と
.の
對
照
で
あ
^
 

其
.の
方
法
，と
し
て
は
鎌
倉
町
全
般
の
數
字
に
於
い
て
對
照
す
る
事
を
以
■ひ
て
第

4

と
す
る
，が
、
之
れ
と
併
せ
て
鎌
倉
地
内'の
也
或
勺
考 

察
が
頗
る
®:
要
に
な
つ
て
來
•る
。
何
故
な
ら
ば
永
柱
者
货S

鎌

直

S

S
定
の
地
域
に
.主
と
し
て
密
集
し
て
ゐ
る
し
、
反
對
に
新 

來
者
^
！帶
は
、新
し
い
土
地
を
開
い
て
其
處
に
群
つ
て
ゐ
る
t

で
I

。
先
づ
大
德
Q

®

f得
义
f

に
第
一
、
第
二 Q

兩
圖
を
對 

照
.
1て
1
ら
れ
度
1

r

l~[
i
は
、派
在
世
帶
の
分
布
で
あ
り
、
第
二
圖
は
十
年
造
の
按
往
世
帶
の
分
布
，で
あ
る

'o圖
中
、
鄕
黑
く
示
さ 

れ
た
地
域
は
永在

! ；

第
ニ
圖
で
は
新
來)

世
帶
が
其
の
.地
區
總
世
帶
に
對
し
て
五
* 0

%
以
上
に
達
す
る
地
區
で
あ
つ
て*
點
線
に
ょ
つ
て
• 

割
さ
れ
た
地
區
.は
鎌
倉
町
で
卷
間
行
は
れ
てI

如
字
，名
で
I

P
例
へ
技「

塔

ノ

片

f

、
-佐
助
ヶ
谷
、
.蔵
屋
敷
し

(

大
が
|

と
加 

'

「

寥

、•原
ノ
，蜜
、
大
谷

」(

_

區) 「

今
小
路
、
果
ヶ
谷
、
西
佐
助
と

(

扇
ヶ
谷
-5
の
如
き
が
そ
れ
で
あ
る0實
線

を

以

つ

て

區

_

さ

れ
て 

ゐ
る
の
.は
大
字
、
.文
は
行
政
區
で
あ
つ
て
、
十.

11 」

に
分
れ
る
。
璧
圖
を
參
照
さ
れ
度
い
。
地
名
を
承
せ
ば

(

A)

十
二
所(

B)

淨
明
寺
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大
都
市
の
避
f

伴
ふ
尚
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變
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ぃ

'

,

‘

.
• 

' 

S

へ

ノ

(

r
.
l三

、5

C

S

一
 

围

巫

0
-
>西
御
|
1(

5

異
ノ
下(

^

扇
ヶ
谷(

£

小
町
.

(

5

大
町(

1)

5亂
橘
材
木
座
0
-
0
:由
比
ケ
演(

ろ

長

谷

(

|
-
:0
子

ド
 

(

M

)
極
樂
寺
が
そ
-れ
で
.あ
る
。(

註〕

 

ノ

ノ

、
 

\
 

.

(

&
 

Pの
^

^
圖
の
•作
I
に
は
鎌
倉
町
'^
'
場
、
殊

に

議

舜

'^
の
努
ヵ
に
貨
4
所
が
頗
る
多
ぃ
®
,大
字
の
境
^
;は
比
較
的
に
明
ぬp

あ
つ
て
も 

•

小
字
ひ
そ
れ
は
頗
る
髏
で
あ
つ
た
。
殊
に
.飛
地
が
頗
る
多
い
の
で
町
名
.，：
‘菜
丈
け
で
•接
際
何
處
に
存
在
す
る
の
か
判
つ
I

し
な
い
場 

合
が
多
か
つ
た
。
し
か
も
进
ロ
々
.の
調
査
が
鎌
倉
町
巧
至
は
大
字
を
，一
括
^
て

取

位

と

す

る

，
事

'が

許

さ

れ

か

い

の

で

小

地

墙

こ

，
洱

分

す

る

必

翅

一

】

.
:

p

れ
て
、
此
の
池
.區
圖
の
作
製
に
は
多
大
の
困
f

感
じ
た
。
恐
ら
く
、
し
か
も
尙
I

全
と
f

.

l
出
來
な
い
で
あ
ら
ぅ
が
、
大
體
の 

II
;
碗
は
期
し
傅
た
つ
f

;
で
あ
•る

。

前

記

進

藤

贝

は

じ

め

^ ;
^

の

御

援

助

杧

像

謝

す

る

次

第

で

あ

る

a 

,

:;■
ぐ

，

(

三〕
\

 

.

.

:

,

.扨
て
先
づ < 〗

般
的
狀
观
か
ち
說
明
し
て
見
ょ
ぅ
。
在
住
年
概
に̂
>
て
見
れ
％
前
述
の
如
き
一
年
来
滿
の
短
き
か
ら
數
百
年
の
永
き 

5

•る
世
帶
を
含
ん
で
ゐ
る
が
、之
.れ
を
十ハヰ
-
二
十
年
、
五
十
ハ
ヰ
、
五
十
年
以
上
•の
四
階
級
に
分
げ
て
、
'各
地
、區

別
の
ft
字

集

す
と 

第

三

表

の

通

り

で

あ

る

.

，

■ 

ゾ
‘

,

*

, 

‘

:.
•'
.
•
' 

…

..ぐ.
'
:
'
' 

!
.
.
.
.
-

.'

...
:'
:
./'
'
ブ，.

•
■'
:
..
■/•
'■-•
:
“ ,

.

.
一

 

.
V
V 

.. 

.
V
'
.
:
.
.
.
.
.
' 

-

ソ
ュ.«
-̂
V
: 

一... 

:.
-::
-:.
, 

,

.
' 

.

.

.

.

.

.

..■'

.
 ： 
.
 
.
 

.

.
.-
-い''
:■.■.••
:•,
•■
.
•:•
'
,■.
'-:
.
::•
•;-
>.

:

::
■■

■:....
.
.
.
ベ

 V- 

. 

.--

'■
.
';■
'
• 

:-
...
••
-.'
. 

:
:
.
'.
:
.;v
-•*
.
\v;
'
:

(

;;
:
.
-
" 

.

.
o

.:
'
.••
•.- 

..... 

. 

... 

..V. 

..•‘

.

•;
.
'
*
.
.

:.
:
'v;
.
'
.
v 

.

ぃ
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ゾ
で
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-.-.

ぐ

.へ.
ぐ
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• 
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次
の
表
に
示
す
如
く
、
，全
世
帶
數

(

調
赍
答
申
に
ょ
る
¥

”
I 

n 
二
四
は
頗
る
不
.均
衡
な
分
布
を
見
せ
て
ゐ
る
。1

5
总

ヶ

濱

の
‘ 

八
七 
一
c

r
之
れ
に
比
肩
す
る
の.が
亂

橋
.#
木
座
と
大
町
の
兩
區.で
.い
*つ
ル
も
八
百
位
、
や
、
隊
つ
て
長
谷
ノ
霉
ノ
下
、
ト
町
の
五 

，百

他

、

更

に

降

る

と

扇

ヶ

谷

-
遛
樂
寺
のH

百
位
、
次
い
で
，坂
ノ
下
、
淨
明
寺
、
二
階
堂
が
二
方
未
滿
百
五
十
以
上
、
殘
に

g

西
御
^

^
 

十
二
所
に
茧
つ
て
は
六
ニ'四
七
の
少
數
で
f
る
。
此
の
杓
、
西
御
門
は
地
圖
に
尕
す
が
如
く10
!
橫
も
狹
.い
、
此
の
點
、
坂
ノ
 U

-、

小
町 

も
，亦
然
か
り
で
、含

。
し
か
し
士

一

所
に
至
？

は
.

一

蓄
繫
大
で
然
か
も
世
帶
數
が
最
少
で
あ
る
。
今

日

專

Q
.

き

ろ

一

都

邊

. . . . >1 •

十 淨
■ ■

四 m 扇 小. 大 ■ 由 長 藤 極 合

m 階 ，御 ノ ヶ 木 比 r>r：:集 ,'*"7  . ；;

所 擎 堂 門 下 ，町 町 藤 濱 M ：：销 券 計

1 0 年 7 ]f B ^ , 5 5 ;；24 232 118 細 389 395 4 0 225 0 99 2355

20年 . 1 ,33 23：13 101 m m 186 ぐ9 ?.::
185 71 13 34 911

56牢 3 11 ■ 7 94 44 82 讀 : 戶124 _ 麵 r；2 3 ：：C26

50苹以上 36 38 53 18 ‘103 53 ：6L 178 272 1 0 D m 105 89 L291

其 他 1 3 ‘6 1 11 'M ：蓮 賴 f:：b し！?:... '-5:? 51

垒世帶數 47 154 147 62 53fi 2 8 4 478 846 810 872 6 6 t 1 8 ^ 2 6 0 5234

第 三 表 各 區 在 俾 者 の 在 住 竿 限 別 分 類
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鄙
な
地
區
と1K

つ
て
差
支
へ
あ
る
ま
い0 

■.
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-
 

、

此
の
世
帶
分
布
に
於
い
て
在
住
年
限
畏
短
に
恶V
て
調
べ
る
i

m
一
 

> 

■m
ニ
！1
甌
に
示
|
た
樣
に
特
殊
な
地
區
が
問
に
っ
ぐ0先
づ
汆
伟
菸
位
帶(

五 

ゼ
取
以
上〕

ム
に
就
い
て
見
る
と
、
大
別
し
た
所
で
は
、
十
二
所
、
坂
ノ
下
の

へ
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1
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兩
區
が
最
も
顯
著
，で
前
者
は
七
六.六
％
、#
胄
は
五
六
^
の
高
率
を
涝
し
て 

”ゐ
る
-。
し
か
し
共
に
世
帶
總
數
が
少
い
か
ら
實
數
に
つ
い
て
は
十
二
所
で
 ̂

か
に
三
六
世
帶
、
，埏
ノ
下
一
〇
五li
t
帶
に
過
ぎ
な
い
。(

第
一
圆
の
圈
點
に

り-，-
.
-
.
•

:'
'
,
,
:
1

.1

.;•
- 

-

:'
'•:
.•
>
- -、
.？
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つ
v>
'
て
見
ら
れ
允
い
；}。
し
加
し
坂
ノ
下
の
場
合
は
頗
る
狹
い
，地
域
に
此
の

一，

 

〇
五
世
帶
が
密
集
し
て
ゐ
る
所
に
特
尥
が
あ
るo
此
の
兩
區
に
次
い
で
比
率

... 

.V 

: 

.

.
ニ
'.
.
:

で
は
二
階
堂
の
三
六̂

極
樂
夺
の
三
五
•六
^
亂
橘
材
木
座
の
三
三•三
^
長

谷
の
三
7
ニ
^
西
御
門
の
ニ
九
^
淨
明
券
の
ニ
五
^
等
が
あ
る
。
材
木
旗
の

. 

丨

■ 

. 

, 

. 

•

.

.

三
三

_ 

•
三
^
は
實
激
に
し
て
ニ
七

】

一.世
帶
-
即
ち
第
一
位
を
占
め
て
ゐ
る
軸

法
意
す
べ
き
で
あ
るo
第一

圖
に
尕
し
た
様
に
此
の
地
區
を
更
に
細
分
す
る

, 

. 

. 

, 

/ 

-

と
、
此d

事
，情
•
‘つ
ま
り
全
體
の
比
率
で
は
そ
れ
程
で
な
い
が
、
し
か
も
非

常
。
多
<-
,の
長
期
在
住
箸
を
特
、々

て
ゐ
，る
事
情
が
小
字
地
狐
の
點
で
1
1然
と

;■ 

- 
. 

.•ノ 

-

.

,

、
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.

- 

-

.

五

一
•
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1

三
ニ 
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l
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v

し

て

來

今

第一

圖
€0
雜
暗
.̂
-0
.地
^
1は
永
在
者
世
.帶
の
五
〇
^
以
上
の
も
の
を
示
す0
#
木
座
の
南
、
海58:̂

?

り
の
1
T字
區
程
，

特
色
切
な
も
の
は
敬
ノ
下
の一

小
字
區
、
之
れ
は
地
名̂

衰
へ
，ば
材
木
座
で^
藏
屋
敷
、
中
鳥
、
坂
ノ
下
で
は
星
ノ
井
通
で
あ'る
が
、

此
の
三
者
に
很
ら
れ
て
、ゐ
る
。-■
#
考
造
、に
此
の
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い 

• 
ニ
3
丄
一
五
頁)

總
數
I
s六
.一
|

る
は
ー
至
ハ
〇
，..エ
槳
六
总
と
あ
る
は
六
九
三
、
，商
樂
一
〇
〇
六
と
t

は一

〇
〇
五
：
自
山
槳II

七 

.二
と
あ
る
は
ニ
七

111

の
誤
で
あ
る
。_

-©
.潘

£

は
殆
ど
影
響
し.な
い
で
あ
ら
3
が
訂
罢
し
て
い
た
I

た
い
。

•
典
處
々
先
つ
靡
業
別1!
數
か
ら
125
:
ふ
^
農

.;
»
漁
業
で
は
腿
姻
的
に
ホ
在5

帶
が
多
い
タ(

農
»
で
は
七
七
％
漁
業
で
は
九
〇5,
15 

に
次
い
•で
.は

S

鐘
か
に
低
下
す
る
が
：

H

業
の
約
四
割
、
裏

に

於

、い
て
け
！
一
割
强
、
自
WI
業
■ぶ
率
；つ
て
は
永
在
盏
世
帶
の
割
合
が
僅 

.か
^

1

名̂

よ

當

盒

卞

潘

膚

及
..び
新
來
者
永
春
の
各
看
帶
に
つ
いS

業
別
比
率
を
求
め
る
と
第
十
表
の
如
く
で
あ
る
。
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か

べ
*
比

し

て•見
る
：
と

永

住
#
世
帶
.で
は
比
較
的
農
、
漁
業
が
多 

.<
自
由
業
が
少
い
。
工
業
は
多
い
方
で
ぁ
る
，併
囊
は
多
く
な
い
。 

從

つ

て

以

上

種

々

と

述

べ

，
た

«
な

諸

點

が

か

、

る

關

你

か

ら

說

明

さ 

れ

，て

來

る

ノ

即

ち

家

族

構

成

の

問

齡

A
 

.

亦
，永
往

の

問

題

も
•
か
ぅ
. 

し
た
職
業
.
產I

®

係
に
結
、び
つ5

て
ゐ
て
は
じ
め
S

然
た
る
倾

向
，を
？

Q

で
ぁ
る
。
故

受

、
前
か
倉
々
掲
げ
て
來
た
小
字
の

•地
區

に

‘
つ

い

て

例

證

す

れ

ば

、

、

■,

材

木

座

丨

蔵

屋

敷
•中
©

-

„ 

.
«眉
敷
で
は
售
筆
'#
帶
九
.五
世
帶
中
、
農
、
漁
業
總II
*
は1. 
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、
つ
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:
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い
r
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.

ま
^
約
ニ
ノ
割
に
過.ぎ
な
仏
が
、
：營
業
的
永
浼
者
世
帶

C

六
四)

で
は 

,
.ニ
割
八
分
に
.及
ん
で
来
る
。.

1
此
の
地
屑
比
較
的
に
商
業
が
多
い

(

I

f

帶
中
で
四1

I

I
在
者
世
l

i

e

s)

。
.

.
中
雋
で
は
：營

業

潺
.七
〇
戶
中
農
i
業
が
約
四
割
四
分
に
及
び
、
業
的
永
在
者
賞
帶

C

六

一

世

帶

¥

で

は

同

產

業

從

事

の

馨

が

ー 

五
割
に
達
し
て
ゐ
名
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營
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运
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，
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七

二

世

帶

)

お
五
三

分
を
占
め
て
ゐ
る
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‘ 

'
 

~

若
し
其
れ
總
數
の
極
め
て+
な
い
地
區
、
十
ニ
所
區
文
は
極
樂
寺
區
、
ニ
階
堂
，區
等
0'
諸
地
區
を
間
題
ど
す
る
か
ら
ぱ
柱
住
年
限
の 

長
短
^
|1
業
別
0
,關
係

は

贾

に

衡

接

な

關

係

を

尕

す

で

あ

ら

，ぅ
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し

か

し

，之

れ

は

あ

，ま

り

烦

雜

に

な

る
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^

-る
。
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自
由
業
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者
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で

は

重

ぢ
.J

新
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勢
な
地
區
を
求
め
る
と、
' 大
字
で
は
小
町
區
の
,割
八
分
を
'最
高
と
す
る
が
、
|5
'
.に
小
字
地
區
に
就
^
て
見
る
と
、
全
體
數
は
少VA
が
' 

小
町
區
內
の
小
町
-p
、
小
町
耕
地
が
最
も
高
率
で
共
に
營
業
漭
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滞
總
數
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約
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つ
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が
あ
れ
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高
率
と
見
な
け
れ
ば
な̂,
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。
し
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し
營
業
世
帶
中
新
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つ
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み

る

と

、
，前

記

小

町

區

の

ニ

小

字

は

、

‘約
四
割
に
當
る
事
に
な
々
、

(

永
姓
箸
馨
で
も
一
浏
に
ば
達
し

V

ゐ
る〕

共
の
恤
ひ
地
區
で
は' 

新
來
著
世
帶
丈
け
で
鼠
れ
ば
四
割
に
及
ぶ
所
も
あ
る
が
、
自
由
業
の
性
質
上
、
營
業
者
世
帶
の
少
な

W
所
な
^
ば
兎
に
角
'、
'商
鹿

や
.* 

の
他
で
業
主
泚
帶
の
多
い
地
區
で
は
、
決
し
セ
高
率
1
現
は
れ
難
い
。

:

要
す
る
に
在
住
部
限
の
良
短
：が
麗
業
產
業
別
的
に
殊
に
農
業
漁
售
及
び
.肖
由
隹
の
分
布
上
に
一
觉
の
傾
向
を
承
し
て
ゐ
る
事
は
前
述 

の
如
く
で
あ
る
。
又
商
店
得
地
區
に
あ
つ
て
は
割
合
に
商
業
の
勢
力
が
在
住
年
服
，の
盛
短
を
問
は
ず
に
優
勢
に
現
は
れ
て
ゐ
る
。

へ

八
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■

業
屯
世
帶
.の
淹
業
別
に
次
い
で
硏
究
す
べ
き
事
は
齓
務
者
の
產
業
別
分
類
で
あ
，る
。
鎌
倉
町
全
體
の
數
字
に
就
：

s

て
は
之
れ
も
前
猇
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揭
げ
て
.あ
.る

.

が
勤
人
總
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區
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示
せ
ば
第
十
一
表
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十 淨
.一一身

西- m 扇、小 大 材 :由 M- 坂 極
m 階' 御 ノ ゲ - 木 比

ケ ノ 樂 計
m 寺 門 下 符 町 町: 座 潰 棉 下 券 *

箪 入 6 A 35 21 32 65 C4 39 3 1 284

官公吏敎員 7 30 23 i i 77 42 63 116 92 107 42 20 23 642

其他自由業 <1 メ 18 9 14 18 18 25 8 3 % 122

銀行會沿!:員 5 16 19 S 73、 48 83 120 137 164 62 23 33 78b

其他祺務員 1、 5 5 25 11 21 .44' 29 62 56 13 280
工場勞_ 者 
其他勞麵奢

12 7 於:が ym 42 19 .22 65 51 56 M ■：m 84 870

職 人 9 14 15* i i 19 9 46 16 23 41 ::辑 :: 33 255

其 . 他 * 一.....-■ •；
* •■■■；■

5 1» 1 2 1 10

M 8.1 83 44.| 294 158 234 407 466 253 139:2743

飨 十 一 表 勤 人 の 職 業 別 地 區 分 布

，
大

都

市
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錢
M

i

f伴
ふ
迪
郊
社
#
の
嬅
質

•

>

‘

七O
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1

三
四
5
 

'

,
li
b
の

數

字

は

勤

人

金

齔

を

含

む

^
の
，
で
"

之

れ

に

ょ

っ

て 

;■
'此
の
製
ナ
を
そ
^
ま

\
簡
取
に
見
石
と
大
町
、'材
木
座
、
出 

比
ヶ
濱Q

三
區
が
勤
人
地
域
と
な
つ
て
ゐ
る
、。
同

時

に

ー

掀-
> 

-帶
と
.し
で
見
て
展
.勤
人
#
滞
の
多
い
地
戚
で
ぁ‘る
0
此
の
勤 

人
I
臌
業
別
で
分
類
ず
^

上̂
表
の
如
く
分
れ
る
が
、S

:
 

職
業
別
の
勤
ん
に
就
い
て

1

々
の
事
を
;̂
へ
ば
、
軍
人
で
は 

-大
町
、
材
木
座
,̂
多
く
、*，
由

比

ゲ

濱

の

敷

字

(

三
九〕

に
次
い 

で
は
、
小
町
、
雪
ノ
下
，
’の
兩
區
沉(

勤
人
總
數
で
は
そ
れ 

多
く
な
；いの

に)

各
々
ニ
ニ
ニ
、
三

五

人

で

之

れ

に

追

從

し

て

ゐ 

•る
め
ガ
闫
に
.0
く
0
.
.
官
公
樂
敎
員
の
部
_で
は
同
じ
く
大
.町
、

山
比
々
濱
ぅ
材
木
座
，。
此
の
場
合
に’も
雪
ノ
.下
が
割
合
に
參

は
^
力
で
ぁ
る
。
齒
行
會
社
員
に̂-
つ
.
て

は

之

れ

も

同

様

に 

大
町
、
材
木
座
、.曲
比
ヶ
濱
、
觅
に
小
町'
雪
.ノ
下
とIK

ふ
、
 

諸
區
1
過
半
數
が
集
.っ
.て
ゐ
る
。
勤
人
で
も
、
以
上
の
如
く

W

人
•官
公
吏
*
自

處

醫

者

•
銀
：G

S

.

S分
布
に
つ
い
て
は
前S

た
一
容
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
之
れ
か
ら
述
べ
る
職
丁
：
 

勞
働
餐
に
職
人
と
な
る
と
そ
の
分
泰
い
さ"
か
變
化
し
て
來
る
。
奮

f

つ
い
5

へ
'ば
、
大
町
、
材

銮

、
山
比
ヶI

に 

多
い
が
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©■
谷
等
が
5

同じ管割合現はれ

.て
來
る
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なt
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は
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出
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が
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1
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な
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つ
て
ゐ
る
。
今
此Q

春
を
總
括
し
て
示
す
と
攻
の
如
き
結
果
に•な
る
？

,

ー'軍

：人

官

公

辑

ー

自
m
i
p
%
;

銀
行
會
社
A- 

一”其
他
^
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議

II
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人

9(26) . 12(35) 6(18) K 2 0  .

14(17) 7 ( 8 )  1S(22) 44(53)

16:18) 9(11) 24(29) 35(42)

11(23) 4 ( 9 j  13(30) 36(36)

1 9 (6 )  42(14) 93：3 4 ) 130(45) 

7 ( 4 )  19:12) 59(37) 72(45) 

9 ( 4 )  2 2 (9 )  1 M (4 4 )命(42) 

46(10) 65：1 4 ) 164C34) 1»8C42), 

16 (4  ) 6102； 166C4JP 174.43) 

23C 5 )  56(12) 216(46) 171(37) 

410 6) 40.C16) 117(47； 53C20 

12.17) 9C12) 29(39) 24 32)
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介
町

M

座

濱

ハ

介

，
下

‘
彳

夺 

，

ニ
叨
階
御
ノ
ケ
木

M
 

、ノ
樂

十
.，淨

二

西

雪扇小矢，
鉢：

_
:
.
'長
.
坂
1.遥
'

.
ノ 

i 

. 

'

' 

I
.1
-:
■

,
 
■

丨

 

一

(

註v
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ッ
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數

学

は

各

區

內

の

西

分
.

大
都
市
の
發

M
に
伴
ふ
近
郊
社
會
の
，變

贸

,
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/
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之
れ
に
ょ
る
と
、
各
地
區
に
ょ
つ
て
勤
人
の
職
業
分
類
に
可 

な
り
判
つ
き
り
し
た
相
違
の
ぁ
る
琪
が
示
さ
れ
る
。
な
ほ
小 

字
の
.ト
地
區
に
分
類
し
て
一
一
小
す
方
法
も
ぁ
る
が
、
い
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四
人
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-

斯
く
の
如
く
，
各

地

區
に
就
い
て
見
て
.も
在
住
年
眼
の
療ノ
な
'居
住
者
は
大
體に

.於い
，
て

官

公

吏

、

敎
員
其
の

"他

自

山

業

勤

努

者
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_

麵

讓

議

I

議

_

|1
論

霞

て
、ゐ
\
事

は

管

に

値
*
る̂
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つ
‘ま
り
給
論
的
§

ふ
な
ら
.ぱ
農
業
4
か
激
業
と
か
灵
ふ
古
く
か
ら
の
職
業如
ら

の

轉
業
又
は
象
管 

入
の
補
足
裏
味
し
、

つf

鎌

霧

そQ

も
f

變
質
化
I

さ
れ
て
ゐ
る
か
巷
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去
は
餘
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多
く
な
い
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れ

备

略
I

勤
人
丈
け
に
就
い
て
み
る
と
之
れ
をI

別

に

示

し

て

次

，の

奢

求

め

f

第 十 三 表 地 區 別 励 務 地 分 類 .
V  ̂ , 广• J

十

m,

_ .倉-內 15

m _京 4

m  '-濱 5

m 須質 9

附 近 地

.不.在者

勤M不明 ：：1；

合 計 34

西

階 ’御、 ノ

堂 門 下

38 20 114

30 10 69.

- 4 18

10 . 5 61

2 .2 11

2 3 9

1 22

83 潤 294

I

940

738

208
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樂

守
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.
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.1
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0
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濱町
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滋
-の
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區
に
來
.京
横
濱
の
通
勤
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が
多
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今
此
礴
的
に
見
る
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「

ら
ば
全
町
で
は
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.
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,
柬
京
梢
辫
三
，四
殄)

横
泥
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及
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附
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鎌
倉
町
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,一
之
れ
%
各
风
祀
僦
い
，て
見
名
と
，東
京
檄
濱
へ
の
通
勤#
の
高
_
な 

地
區
は
#-
-
木

座

、

二

階

堂

，で

い

づ

れ

t
四
靴
强
、
次
い
で
由
比
ヶ 

濱
、
扇
ヶ
谷
が
三
伽
五
分
强
、
大
町
が
や
、
之
れ
に
近
い
。
最
低 

.
は
十
二
所
、
、‘極
樂
寺
長
谷
で
二
割
甍
。
.鎌
倉
地
內
の
勤
人
に
就
い 

.

.て.

W

へ
.ば
最
高
政
五
割
以
上
の
長谷
、
次
い
.で
四

割

五

.分

裏

の

坂 

ノ
下
、
西
御
門
、
十
二
所
、*/
二
階
堂f

い

最

®

は

二

割

の

材

木

座 

と
な
っ
^ ,
-
ゐ
る
。
橫
织
賀
を
含
む
附
近
地
へ.の
通
勤
者
は
、
最
高

此

の

場

合

に

於

，：ぃ
て
，も

勤

人
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多

ぃ
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町

、
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木

座
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ヶ
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滞
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又
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斯

く

の

如

<

>

て

新

來

者

世

帶

內

の

勤

人

に

は

永

在

審

帶

內

の

そ

れ

とI

•し

て

，
、東
京
橫
濱
の
通
勤
者
，g

K
勤
人

と

の

關

某
 

が
ほ
.I

に
な
つ
て
ゐ

る

。新
し
’く

又
は
比
較
的
靈
に
f

し
た
者
が
主
と
し
、I

変

は

霞

に

於

い

て

の
I

奪

あ

暴

は
 

基
實
際
に
見
て
察
知
し'得
？

こ
ろ
•で
I

ぅ
が
今
、
數
{で

し

，て
.示
$

か
く
の
如
く
例
證
を
見
る

Q,

で
I

。

,
M

&

0

へ
の
通
馨
の
率
が
二
階
堂
に
於ダ
て
可
成
高
を
で
あ
3
と

書

い

だ

が

、

此
の
一
.
屋

を

分

新

し

て

み

る

と

新

來

蓉

世

帶
 

內
で
はI

圣

中

の

一
四
人
で
ほ
l

g
、
永

在

者

世

帶

內

で

は

でI

I

一
階
堂
I

人
は
I

で
八
三
人
で
.あ
る
か
ら
、 

f

'あ
け
ら
机
た
三
八
人
以
外S

五
人
j
富

年

限

が

十
S

上
五
$

未
滿
の
'處
に
該
當
すt

の

か

、

或
ひ

は

新

來？
|

世 

常
で
4

成
|

'か
5

周
店
人
か
、
そ
t

'o
-關
係
の
も
の
で
.あ
ら
ぅ
>
此
の
四
五
人
の
中
に®

I
濱
通
勤
S

數
中
前
記
の
一 

五
人
I

い
た
、一1〇

人

が
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霧

の

霧
f

し
.て
含
ま4

て
ゐ
1

.

2事
實

老

し

て

、
.兹
に
擧
げ
ら
れI

子
以
外
に
四
四 

老

i

l
蓮

勤

者

を

持

，つ
てt
t a
と

ぎ

。
’故

ち

匿

全

體
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し

て

は

永

在

宴

帶

繁

相

當

多

い

(

三
0

8
に

も

拘

ら

uuanuHuncAa

滿嚆

. ‘へで. ..r..
$

ニ ill: 
七帶

雜交自'商工農業
通由 . ( , . 定 

''滎槳粲榮榮世 
帶

•.ブ. ■' ■ハ.：'.：: . : . ，ぐ,::W、

• 四 五 」
九 六 七 V* •_• O

典無混:勒樂總 
.職成人生位 

他世世:世世帶 . 
. 撒帶帶帶數

•• V .. ••■/.' ..ノ > ■ ： • .. ,ノ

、. 一，-- -コ
—四 ニ :fi.〇 Z： 
六三三  一ニ五

m m
海人 '
軍總
人數

1 ン，* 
九 

三八 
八人

此附磺横來前，’ 
近 須 侄  

l l i i地賀濱苋地

. ’ \ ■

•： •'•■ ... Vプ, ■,■ . ■：...:

• - ..... . ,■.• ...:.' .■• '. >: >

贫 三 ^  ̂ 八 
八八九七八

典 uz五ニ十五 
十十十 

,他 dy.卬年苹 df,
以
上 -

■ V. ■ '
八ニ七二八 

一*' — • ?*\ ~ •九八

其 # 附 横 橫 眾 勤 其 職 患 肩 亨 浍  

* • 近织m 人，‘丨 • '働考镑t r Sf-  
他食地赀川.京通他人避及員會赛吏 

崎 勤 ， ，二典其/社勤そ 
地 …他他員務の 

r 遒他 
. < #

ニ六一四一四  ニ ニ 四 四  
ニ〇 ニ五 七二人、 一 ニ 四 ニ ‘四 七 丨

ず
、
苽
京
通
勤
若
が
前
述
の
如
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制
以
上
と
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ふ
事
は
、
十
年
以
土
の
在
位̂
冲
に
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勤
辤
を
持
つ
と
一

K
ふS
情
に
戕
く
の
で
あ
ら 

ぅ
。
つ
ま
り
ニ
階
堂
そ
の
も
の
が
ど.う
一
1
4ふ
風
に
間
け
方
だ
か
そ
の
經
路
を
物
語
る
も
の
で
は
な
か
ら
ぅ
か
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*
此
の
外
に
興
味
あ
る
例
と
し
て
、は
、
長
谷
で
あ
る
が
長
谷
は
鎌
脅
町
內
の
-姊
務
乾
が
最
高
牵
の
地
と
し
て
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
る 

が
"
其
の
一
小
字
狐
區
の
ぃ
が
き-
全
體
の
.數
は
少
い
.が
新
來
法
住
者
泄
滞
內
で&
ん
金
部
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‘-7
*
.人〕

が
町
的
勤
務
と
异
ふ
倾
向
を
示
し 

て
ゐ
る
。
斯
く
の
如
き
ば
頗
る
異
例
で
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今
其
の
業
務
別
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見
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公
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銀
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次
に
窪
年
限
と
前
住
地
と
の
關
係
で
ぁ
る
が
：、
故
で
は
旣
に
述
べ
た
言
新
し
く
來
住
せ
る

I

に
ぁ
ゲ
て
は
東
京
方
面
ょ
り
の 

' 
.

、
-

移
位
者
が
多
い
の
と
、
別
し
て
遽
方
諸
地
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か
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の
移
住
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に
一
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】

一
年
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®
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最
短
期
間
窪
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彥
い
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卜 
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以
吉
在
住
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就
い
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前
住
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故
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■五f

年f
j
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も
の
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就S
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問
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•掘 
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•

账
ち
在
住
年
限.Q

長
く
允
る
に
從
つ
て
楽
よ
り
來
住
せ
が
著
し

•ベ
減
少
し
、
墨

に

縣

内

附

近.
0地
よ
り
移
住
せ
4 

も
の
、
率
が
培
加
しV

ゐ
る
0
は
面
*

32

い
現
象
で
あ
る
。
一-
+

%

0

得
ぬ
事
情
で
あ
る
が1

一
千
年
s

'も
の
、
內
に
旣
に
東
京
の&
が
低
潘
:̂
!:
之
’れ
に
-代

-0
5

か
な
り
乍
ら
横
濱
が4
加
し
、
更
に
縣

內
附
近
地
よ
り
の
移f

暂
加
しV

ゐ
る
。
要
す
る
に
、
此©•
表
に
よ
つ
セ
、:近
來
鎌
倉
の
發
M
が
何
處
の
人
士
^
よ
？

ゐ
る
か
ぐ

, 

- 

- 

.最
も
明
瞭
と
な
る
o 

/
 

‘ -

浩
し
此
の
m
申
を
更
に
地
區
別
に
分
析
す
る‘な
ら
ば
、
，鎌
倉
町
の
ど
の̂
殳
が
新
し
い
來
住
^

i

よ
つ
て
又
は
東
す
方
面
よ
り
の
移 

住
者
に
よ
？

充
た
さ
れ.る
か
を
知
る
事
'̂

出
來
t
ぅ
。
若
し
か
、
る
來
住
者
が

一

度
I
住
；し.V

裝
居
所
を
か
へ
な
か
つ
た
も
の
と 

-す
れ
ば
.ど
の
-土
地
が
取
京
人
に
よ
つ
て
最4
早

く

開

け

，た

か

を

.立
證
す
る
便
宜
と
な
る
で
あ
ら
ぅ
が
、
坐
憎
か
、
る
保
證
を
得
ら
る
へ 

き
も
の
で
な
い
か
.ら
此
.わ
■點
0
■

は
之
れ
を
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。•唯
、
現
在0

各
地
區
に
於
.い
て
古
く
東
京
か
ら
來
たf

新 

し
く
來
た
者
と
'が
如

何

な

る

，割

合

に

な

づ

て

'ゐ
る
か
と
耷
ふ
事
丈
け
は
充
分̂
知
り
得
る
.。
例
へ
‘ば
材
木
座
■̂
は
現
住
者
中
東
京
よ
り 

來
住
し
•た
一
一
三
四
世
帶
中
二
〇
三
世
帶
逛
が
十
年
以
摩
の
人
々
，

'で
あ
！

一
十
年
以
上
の
も
の
は
僅
か
に
六
世
帯
に
過
ぎ
な
い
事
。
反
對 

.に
長
接
の
如
き
で
は一

七

一

他

中

、
十
s

'來
，の
も
の
が
最
高
で
、

一
二
四
世
帶
を
占
め
る
が
ニ
十
部
來
の
も
の
ニ

.五
、
二
十
年
以 

'上
の
も
o'
ニ
ー
ー
祉
帶
あ
.つ
.て
比
較
的
に
後
者
の
率_が
.高
い
.

(

一
七
き
#
ノ
-F
等
も
之
れ
と
励
じ
傾
向
に
あ
る
。
各
地
區
の
狀
況
灸
霧 

に
輪
时
す
る
に
就
い
て
は
、
か
、
る
分
析
も'亦
必
.要
で
あ
も
ぅ
か
、
本
囘
は
煩
を
避
け
て
割
愛
す
る。

.

,

扨
、
.在
性
¥
限
を
栽
準
と
し
て
な.ほ
調
齑
，す
べ
き
事
は
、
以
七
の
外
ゆ
通
擧
及
び
使
仰
人
雇
膨
等
の
狀
況
亦
殘
つ
て
ゐ
る
。
し
か
レ

,

大
都
市
の
發
.膜
に
伴
ふ
近
郊
社
#

の
變
質 

'
' 

.

.

，
'
，
.
八

 
一
.
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- H
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大
都
市
の
憲
ヒ
伴
ふ
近
郊
社
會
の
變
質‘
 

' 

4
 

C

M

S

8 

此
の
都
分
に
>
い
て
は
、
又
稿
を
改
め
て
論
ず
る
と
し.て
.、
■以
上
述
べ
た
所
ゼ
結
鄙
し
て
此
の
分
の
影
を
つ
け
た
い
。

' 

,

¥

3

.
、

•
.：

.

.
：

し

-
' 

-

-

 

旣
.'に
古
く
か
ら
坐
洁
の
あ0
た
土
地
に
新
し
い
傾
向-0
發
展
が
>行
は
れ
名
様
に
|

と
，
新
舊
の
«
成
分
子
及
び
生
活
に
當
然
可
な 

り
な
相
違
士
隔
差
がf
 

o 

.

之
れ
は
都
市
郊
外
現
象
と
し
：
.て
最
も
ょ
く
見
受
け
る
所
でI

が
郊
外
現
.象
と
し
て
も
大
都
I
 

直

接

に

隣

接

す

螽

士

や

、
離

れ

た

.

I
と
1

以
上
秀
た
現
象
に
就
い
，て
の
關
係
が
や
、
相

遠

す

る
で
あ
ら
ぅ
，
何

老

れ

ば
直
 

接

上

接

す

る

に

，̂
つ

て

杜

か

必

1
し
も
舊
來
社
會Q 、

中

心

地

，
で

あ

る

を

要

.
な̂
い
k

•對
じ
、
や
、
隔
つ
た*

y

地
に
あ
つ 

て

は

介

と

会

つ

て

も

新

し

き

來

住

者

は

、
旣

に

從

來

か

ら

、
獄

會

的

屮

、心

を

爲

1
て
■ぬ
'る
核

心

に

寄

つ

て

來

る

か

ら

で

あ

る

.？

.
一

 
方
は
帘 

集
的
市
街
地Q

外
側
的
發
f

お
る
t

田

畑

薄

林

地

土

ろ

、

：

そ
が
I

發
さ
れ
て
、
市
街
地I

f
な
.る
。.k
.之
“

 

隔
地
.に
到
外
的
形
^
即
.ち
飛
地
的
郊
外
が
證
す
るi
な
る
と
此
の
意
味
で
’先

篇

霞

の

據

點

と

し

て
杏

い

開

け

た

土

也

が

求

め

ら
 

れ

る

。

そ

，こ

で

鎌

倉

の

f

藤
澤
、.願
珥

片

瀬
.の
.如
羡
火
磯
の
如
き
.
Mづ
れ
I

ぅ
し
た
性
質
を
持
つ' て
t

o
そ
れ
故
に
新
舊 

，の
生
活
兩
酣
.は
ニ
つ
の
異
つ
た
形
式
と
し
て
一
定
の
期
間
は
殘
孪
る
。
此
の
意
味
I

情
が
成
立
す
る
な
ら
ば
か4

社
俞
に
あ
つ 

て
は
住
•民q

在
住
年
限
_
Q 

8

f

i
じ
て
，各
A 

i
活

諸

方

面

齒

®
分
子q

特

徵

羞

ぜ

し

む
るg

で
卺

。

.

,

更

に

又

今

.
日

の

都

會

現

象

は

、
、
極

端

に

沄

へ

•ば
一
，
つ

，
の
通
勤
都
市
現
，象
であ
る
。
大
き
く
は
市
外
か
ら
、
小
にし
て
会
へ
ば
市
內 

々
部
で
兎
毖
家
庭
と
職
場-

U
Q

間

に

間

斷

な

盏g

が
I

。
•此
S

I

、Q
分
子
は
t

し
て
新
し
い
鐾
/
つ
f

俸

給

崇
 

者

で

，
あ

る

。

新

中

產

階

級

と

稱

せ

ら

る

，
、
階

歷

で

t

。*
反
之
、
商
人
又
：は

食

賣

人

と

稱

も.

g
、

乃

至

は

技

き
は
か

、
る
通
勒
現
象
を
持
た
ぬ
，の
が
普
通
で
あ
る
。
自
宅
は
家
庭
で
あ
る
と
共
に
職
場
で
も
あ
る
。
、勿
論
商
人
と
云
ひ
技
匠
と

 1
K

ひ
現
代
化

- 

4

さ
れ
た
も
の
规
模
め
大
な
る
も
の
に
あ
ク
て
は
兩
者
の
分
離
が
截
然
と
し
て
ゐ
る
。
、
從
っ
て
經
營
者
，は
一
漣
の

•通
勤
關
係
を
と
る
'に
至
’ 

ケ
て
通
勤
流
內
の
分
子4a：
な
，る
。
か
X
る
部
分
は
例
外
と
し
て
、.商
寶

ゼ

に

於

け

も

，
此

の

相

違

a*
又
、
坐
活
様
式
及
び
理
想
の
相
違
で..

. 

■ 

. 

. ■ 

- 

 ̂

r
 

 ̂

>
;
* 
,
,

.も
あ

る

。
、商

人

と

役

义

と

.の
、
或
ひ
は
商
寶
入
と
勤
人
と
の
生
活
形
式
及
び
理
想
の
相
違
は
昔
ほ
ど
著
し
く
は
な

<
な
つ
た
で
あ
ら
う0 

商
人
の
妻
や
子
女
が「

ォ
ヵ
ミ
サ
ン」

か
ら
ブ
奥
様」

に
な
り「

お
坊
ち
や
ま
^
お
孃
様」

と
呼
ば
れ
‘
様
に
な
つ
て
‘來
た
も
の
\

怼
ら
く 

商

人

的

坐

、
活
;̂
勤
人
的
坐
活
と
の
問
に
核
依
然
一
脈
の
隔
線
が
あ
る
ど
風
て
差
支
へ
な
か
ら

■う
。
殊
に
前
述
1
た
様
に
新
し
く
開
け
た
，

一
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.

杏
.い
社
#

に
あ
っ
ては
、

新
勢
力
が
勤
人
的
分
子'で
あ
る
の
.に
對
し
て
*
U從
來
獨
立
し
て
ゐた

時
代
の

社
#
分
子
は
商
人
又
は
商
寶
人

.
:、
,：
• 

-
/ 

.V.. 

.
•
-...•

r-
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• 
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. 

• 

i 

- 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

‘
*

:

-

•

,

•■
.
•
.
 

.
.
.
.

 

-
 

■

 
-
 
■

 
•
 

.

-

..<
•

-
 

.•!

.
 

-

 
:
 
.
 

-

 

.
 

-
 

•
 

-
 

.

.

.

.

.

. 

.-

的
非
勤
人
的
で
少
く
と
も
通
勤
的
生
苑
箸
で
な
い
も
の
か
ら
成
立
っ
て
ゐ

•た
事
は
論
ず
.る
ま

で

も

無

い

事

，
で
あ

.る
。
-此
の
點
で
直
接
の 

郊
外
地
の
様
に
都
會
的
熱
力
が
一
時
に
腿
倒
的
勝
利
を
古
め
た
土
地
は
に
傅
、

'
,前
記
の
飛
地
的
郊
外
で
は
此
の
新I

交
の
過
程
が 

比
贬
的
に
徐
々
に
^
用
す
る
か
ら
、
發
展
期
に
當
っ
.て
新
舊
兩
生
.活
の
面
が
割
合
に
明
確
に
對
照
さ
れ
る
理
で
あ
ら
う
。

觅
に
古
い
社
會
に
新
し
い
分
子
が
益
.々有
ヵ
.に
俊
久
し
，て
來
る
と
な
る
と
そ
、れ
に
相
應
し
た
變
化
が
舊
分
子
の
上
に
發
坐
す
る

^

 ̂

あ
る
。
さ
う
M
‘ふ
變
化
に
は
如
何
な‘る
も
の
，が
あ
る
か
。
第
一
に
農
業
的
活
動
の
衰
退
を
指
摘
す
る
事
が
出
來
ょ

'う
！
之
れ
は
農
業
戶

f.
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數
、
農
業
從
業
者
、
農
地
面
積
等
の
減.少
’.と
な
っ
て
現
は
れ
る.と
井
に
從
來
農
民
で.あ
夕

た

も

の

、
轉

業

轉

職

0
事

實

を

盛

'に

見

出

す 

樣
ぬ
な
る
。
‘例
ベ
ば
今
囘
の
報
齿
中
に
は
漏
れ
だ
が
農
家
世
帶
に
相
當
混
成
世
於
多
い
琪
は
之
れ
を
物
語
る
の
で
あ
っ
て
、
其
の
土

ぞ
丨 

，，
 

-

地
が
大
都
會
へ
來
京
横®

と
連
絡
の
#
々
良
好
便
宜
と
力
る‘に
蓮
れ
て
、

勞
働
密
其
の
他
勤人
•と
し
て
勤
務
す
る
様
に
な
る
者
が

•
 

■

:

大
都
市
の
發
展
に
伴
ふ
近
郊
社
會(0
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質
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;;
大

都

，
市

の

凝

展

に

伴

ふ

近

郊

社

，會
の

」

變

質
.

、

‘

.
 

八

四

£ 

H
.
瓦
六)

ぃ

，多
い
。
此

齧

で

廉

倉

及

び

そ

の

附

當

盡

に

謹

賀

及

び

之

れ

常

心

^
し
た
海
軍
關
係
の
臂
が
管
優
勢
に
及
ん
で
ゐ
る
事

は
茇
ふ
笾
も
な
い
。

-

 

‘
、
•
：

.

，
：
.
'
シ

 

へ'.
.
'

 

,

 

•

’
更
に
農
*
の
裏
質
土
も
見
る
可
き
も
の
に
植
木
職
氣
師
の
廳
業
が
ぁ
る
*
之

れ

こ

そ

此

，
の

土

綿

の

變

質

を

本

i

に

觀

語

る

も

の 

で

丨

か

、
る

飛

地

典

观

外

は

其

の

發

肢

の

第

，
一

期

を

別

莊

地

と

し

y

發
足
ず
る
が
故
に
庭
園
師
及
び
植
私
職
は
別
池
管
理
人
又
は
留
守 

.骄
と
.

M,

ふ

仕

事

，と

共

に

か

\
る
社
#
的
'の
特
殊
•な
存
在
と
な
る
。-つ
ま
り
統
_計
分
類
で
は
、大
別.の
農
業
に
入
る
が
1
所
謂
農
耕
か
ら
、
，.

か
ぅ
し
た
も
の
i

i

に
か
4

1

1
譲

質

的

過

程
I

れ
る
。
;••

,

:

商
業
に
つ

.い

て
は
、
±
れ
又
特
^I

が
ぁ
る

？

若
し
町
^
自

分

の

力

で

發

派

す

.る

も

つ

ま

り

從

來

ょ

り

廣

き

領

域

を

皮

配

出

來

る
 

'

1
な
0
て
發
展
し
た
と
す
る
と
慕
其0
塵
的
勢
ガ
は
擴
大
す
る0
反
ダ
鎌
倉
卿
の
様
に
郊
外
的
發
展
つf

外
の
大
都
市
の 

外
®
的
勢
力
の
.驚
食
と
云
ふ
事
に
ょ
つ
て
發
屁
し
た
の
だ
と
す
れ
ば
ノ
町
の
商
業
的
勢
ヵ
は
ぁ
ま
り
進
展
す
る
事
が
な
い

 ̂
丁
度
郊
外
、
 

住
宅
地
の
商
店
街
が
頗
る
不
振
で
見
す
ヤ
ちL

i
の
と
•同
墩
で
ぁ
る
。
っ
ま.り
鎌
倉
の
，場
合
に.は
商
業
的
に
は
鎌
倉
が
取
京
商
業
,
内 

に
人
つ
て
.其
の
支
配
免
受
け
る
事
に
な
ぺ
た
の
で
ぁ
る
か
を
鎌
倉
町
邏
展
に
對
照
し
て
，商
業
が
迆

M
し
な
ぃ
の
が
特
色
で
ぁ
る。

.

エ
業
に
就
い
て
も
同
様
で
‘ぁ
る
。
現
代
都
市
の
發
達
に
は
エ
業
の
成
麓
に
負
ふ
所
亦
少
く
な
い
。
鎌
倉
町
肉
に
さ
ぅ
茇
ふ
意
味
で
の 

エ
業
-0
發

展

は

な

い

、
，
遞

か
‘に
新
亂
地
と
し
て
特
色
を
尕
す
土
木
、
建
築
業
的
な
工
業
が
有
力
に
な
つ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。

'

宴
す
る
に
經
濟
上
：̂ら
み
~名
，と
上
述
の
如
ズI
々
な
變
質
化
が
行
は
れ
る
と
共
に
發
達
：に
伴
つ
て
當
然
行
は
る
べ
き
變
化
攸
行
は
れ 

尨
い
と
沄
•ふ
特
徵
を
.示
し
て
ゐ
る
。
. 
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.
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怒：̂&挪说姑

此
0
變
質
過
程
が
社
會
構
成
上
に
在
住
¥
限
を
邀
準
に
し
て
變
化
を
乐
す
で
あ
ら
ぅ
と
の
豫
想
は
本
稿
の
數
字
的
實
證
に
ょ
つ
て
肯

定
す
る
事
が
出
來
た
と
思
ふ
4
な
ほ
其Q

他
の
生
活
方S

の
硏
究
に
就
い
て
は
次
の
機
會
'に
讓
り
度
い
.と
思
ふ
。

附
記
本
調
杳
で
檢
出
し
得
た
數
字
に
つ
い
て
旣
に
發
表
し
た
も
の
、
中

に

; ^
干
の
1
り
の
あ
$

は
本
文
中
に
も
述
ぺ
た
が
、
本
稿
の
數
字 

で
は
之
れ
を
訂I

止
し
て
お
い
た
。
崔
鋈
限
別
世
帶
數
の
前
蛋
字
は
本
文
に
揭
げ
た
。ノ
業
主
世
帶
の
產
蕾
分
類
の
誤
り
も
本
文
の
ニ
六

、

頁
こ
訂
疋
を
揭
げ
た
、
‘な
ほ
他
に
訂
正
を
要
す
べ
き
も
の
は
勤
人
總
數
*職
榮
別
*通
勤
私
の
ー

」

- 5
で
以
下
疋
誤
表
を
揭
げ
て
お
く
。(
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